第２４章　災害および事故
水稲被害
　昭和49年の水稲被害面積は16,800ヘクタール、被害量7,200トン、又被害率は15.8パーセントとほぼ昨年並である。本年の水稲被害の特色は病害が前年の1,620 トン から2,620 トン （61.7パーセント増）と著しく増加している。又逆に風水害は前年の1,280 トンから650 トン（49.2パーセント減）干冷害は前年425 トンから114 トン（73.2パーセント減）とそれぞれ減少している。全体的には，被害面積で対前年比8.2パーセント1,500ヘクタールの減少，被害量では対前年比3.2パーセント220トン の増加である。
交通事故
　昭和49年中の本府内における交通事故（人身事故）は発生件数３万2,389件､死者数514人､傷者数４万2,959人を記録した。これは全国の交通事故発生件数（49万452件）の6.6パーセント、死者数（１万1,432人）の4.5パーセント、傷者数（65万1,420人）の6.6パーセントとなり東京郡についで全国第２位となっている。
つぎに48年中に比べると発生件数でマイナス6,236件（16.1パーセント減）､死者数でマイナス163人（24.1パーセント減）､傷者数でマイナス9,378人（17.9パーセント減）となっており、発生件数および傷者数は昭和45年以降５年連続、死者数については昭和48年から２年連続していずれも減少を示した。特に死者数514人は昭和31年の500人以来18年ぶりの最少死者数を記録した。
事故発生件数を主原因者となった第一当事者別にみると、車両等が２万9,094件（件数構成比89.8パーセント）で圧倒的に多く、車種別では普通乗用1万1,787件（同36.4パーセント）､普通貨物7,925件（同24.5パーセント）､軽四輪貨物2,049件（同6.3パーセント）､軽四輪乗用1,544件（同4.8パーセント）､特定大型（大型を含む）貨物784件 （同2.4 パーセント）の順となっているが､「普通乗用」・「普通貨物」で1万9,712件となり全体の60.9パーセントを占めている。
また、自動車以外では歩行者3,295件（同10.2パーセント）､原動機付自転車（１種、２種計）1,389件（同4.3パーセント）､自転車1,434件（同4.4パーセント）となっている。
事故発生の形態を法令違反別にみると車両関係（2万9,094件）では、安全運転義務違反36.7パーセント、車間距離不保持6.3パーセント、徐行違反6.3パーセント、右折違反6.2パーセント、ハンドル等の操作不確実、信号無視などの順になっている。歩行者関係（3,295件）については､「とび出し」2,046件（同62.0パーセント）と例年最も多く、ついで「車の直前直後の横断」、「信号無視」、「横断禁止場所の横断」などの順になっている。
　一方歩行者の事故は、発生件数8,966件で全事故に対する件数構成比は27.7パーセント、死者数234人（同45.5パーセント）、傷者数9,191人（同21.4パーセント）となっており、昭和43年以降、件数・死者数・傷者数は下降線をえがいている。
火災
　昭和49年度中本府内の火災件数は、5,353件で、前年度の件数（6,258件）を905件（14.5パーセント）下回った。損害額では、87億2,341万円（前年比46.1パーセント減）､死傷者では、824人（うち死者90人）で、昨年より291人減になった。１日平均にすると、約14.7件の火災が起き、約2,390万円損害し、約2.3人の死傷者が出ていることになる。
　市町村別にみると、大阪市の1,996件（件数構成比37.3パーセント）がトップで、堺市576件（同10.8パーセント）､豊中市305件（同5.7パーセント）､東大阪市279件（同5.2パーセント）の順になっている。
　月別では、１月699件（同13.1パーセント）が最も多く、最少月の９月286件（同5.3パーセント）の約2.4倍になっている。
　火元用途別にみると、火種の2,482件が最も多く、前年度3,035件より18.2パーセント減、次いで、ガス・油類関係1,417件（13.7パーセント減）､電気関係556件（14.1パーセント減）となり、火種の内では、たばこ・マッチ1,914件（17.0パーセント減）､裸火420件（25.9パーセント減）の減少が著しい。
